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二輪産業の国際競争 関係 と

アメ リカン ・ホ ンダ ・モ ーターの設立

夏 課 題

太 田 原 準

本稿は,1950年 代後半から急速に展開した二輪産業における国際競争関係の

変容を分析 し,次 いで本田技研工業(以 下,本 田技研 と略)の 輸出政策に関わ

る意思決定を検討する。第 ・の課題は,北 米,欧 州,日 本でそれぞれ進行 した

段階の異なる二輪市場の変容が,本 田技研に時局的な好機をもたらしていたと

いう固有の歴史的条件を抽出し評価することである。そこでの中心問題は,欧

州二輪市場の斜陽化が欧州二輪メーカーの競争力を後退させる 一方で,日 本二

輪市場の拡大を受けた本田技研が国際競争力の確立に有利な条件を獲得 しつつ

ある状況の分析である。第二の課題は,本 田技研の 「貿易グループ」の活動を

検討 し,参 入先 として北米市場が選ばれ,参 入方式 として直接進出が選ばれた

理由を明らかにすることである。それは,本 田技研が欧州二輪メーカーとの競

争を想定 して輸出計画書を策定していく過程であり,、そこに.影響する諸条件の

分析である。

先行研究を確認 しておこう。本田技研の北米市場参入に関 してはすでに多 く

の先行研究が存在する。それらは総じて,195⑪ 年代の北米二輪市場の需要構造

を,(1〕 特殊で小規模,② 買い換え需要中心の成熟期,(3〕 ブラックジャケッ

トから構成される反社会的な需要層と規定したうえで,本 田技研め北米市場参

入の成功要因を,① 新 しい需要層の発見を伴う市場創造戦略,② 浸透価格政

策による市場占有戦略,③ その結果 としてのハー レーダビッドソン杜に対す
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る勝利,と 論 じて きた㌔ そ して,あ たか も本 田技研 が北 米市場 で奇跡 をお こ

したか のよ うにその革新 性を賞賛する。 しか しなが ら,国 際的な競争環境 の変

容,欧 州二輪 メー カー と本 田技研 の競合,輸 出計 画策定 の実際の プ ロセ ス と

い った諸条件を,史 実に基づ いて以.ドに明 らか にしてい くことに より
,先 行研

究が繰 り返 す成功要 因の説明が,い か に基 本的な史実および統計資料 を見落 と

して引 き出され たものであ り,安 易な理論化で あるのかが明 らか にされ る。他

方,ボ ス トン ・コンサル ティング ・グループが提唱す る 「二輪 需要の三段 階発

展論」 は,本 稿 の分析 に とって有益 なアイデアを提供 してい る。彼 らは二輪産

業.史を概観 した結果,次 の経験法則 を見出 した。すなわち ,二 輪需要 は,当 初,

乗 用車 や小型 トラックの下級財 と して急 速 に拡大す るが ,所 得が上昇す るにつ

れ急速 に四輪車 に代替 されてい き,そ の規模 を縮小 させてい く。 しか しなが ら
,

さ らに所得が上昇 し四輪車 の普及率が高 くなる と,今 度は下級財'や実用 車 とし

てで はな く,独 自の魅力 を持6た 乗 り物 と して需要を喚起 してい くとい うもの

であ る3,。 しか しなが ら,ボ ス トン ・コンサ ルテ ィング ・グルー プは この経験

法則 を見 出 しただ けで有益 に活用す ることはなかった。彼 らは,本 田技研お よ

び 日本二輪産業の.イギ リス二輪 産業に対 する優位性 を,も っぱ ら生産 とマー ケ

テ ィングにお ける規模 の優位性 に帰着 させ るだけで ,な ぜ北米市場 において.規

模の優位 性を展開する ことが可能で あったのか,そ してそ もそ もなぜ北米市場

が選ばれたのか,に つ いては不問 と してい るか らであ る。

現在 まで維持 され る,日 本 メー カー4社 に よる世界 的寡 占構造 の成立 を包括

1)以...ヒ の 様 な 論 旨 を展 開 す る代 表 的 な 先行 研 究 は ,小 島 健 司 「競 争 優位 追 求戦 略一 ホ ンダ の ア メ

リ カ二 輪 車 市場 制 覇 」(嶋 口 充 環 竹 内 弘 高,片 平 秀 貴 ,石 井 淳 蔵 編 『製 品 開 発 革 新 』(マ ー ケ

テ ィ ン グ革 新 の時 代2)有 斐 閣,1999年)62-80ペ ー ジ。 さ ら に
,嶋 口 充 輝r統 合 マ ー ケテ ィ ン

グ」 日本 経 済 新 聞 社 ・1986乍58-67ペ ー ジPaw・]e ,R.T.■T・ 霜匪 ・d.。_S汀 。,。6Y,th。

RealStorybehindHon【hi'sSuccess,'磁Zヴb切 ぬ ル血η召g㎜ 枷fR烈 腐 隅VQI .26,No.3,1984,叩,

47-72.Pnrter,M.E.,CompetitiveStateg-y:TechniquesfurAvalyeingIndustriesandCornpeti.

ms,TheFreeP.. ,7990.〔 土 岐伸 他 説 「競 争 の戦 略 」 ダ イ ヤ モ ン ド社.1982年)等 も同様 の 見

解 を取 っ て い る。

2>B・ ・t・・ 〔.⊃　 田d・gG・ 。・p・StrategyAlteneatrixrsfortheB・ 漁.物 ・・仰 ・た 掘 ・・卿,。nd。 。,
HMSO,1975,p、7
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的 に理解す るた めには,少 な くとも,1950年 代 後半 の二輪産業 における国際競

争 関係 の変容 を分析 して,基 底的な構造変化の性格 を見 出す ことが不可欠であ

る。その ことによってのみ,本 田技研 が 自らも予期 し得 なか った速度 と規模 に

お ける躍進,す なわ ち,59年 に は北米輸入二輪車総数の6%に あたる年 間6000

台 の輸 出計画 を作成 した にす ぎなか った同社が,63年 に は,そ の62%12万

6000台 もの輸出を灯籠 とした好条件が明 らか とな る。それは,60年 代 以降,日

本二輪 メーカーが急速 に国際市場 を席巻す るための基礎 的条件のひ とつに他 な

らなか ったのであ る㌔

H二 輪車の需要特性 と国際競争関係の変容

1北 米二輪市場における新興需要の出現と輸出市場としての拡大

1950年 代 後半 の北米市場 には,乗 用 車の下級財 としての実用 モ「 ターサ イク

ル,あ るいは特殊 な顧客 に愛玩 され る大型のモー ターサイ クル とはあ きらか に

異な る,小 型で簡便 なモー ターサ イクルへの需要が,わ ずか にで はあるが着実

に出現 していた。通勤や通学 の足,レ ジ ャーや草 レー スの手段 として,乗 用車

で は得 られ ない用役 と魅力 を持つ商 品 として需要 を喚起 したのであ る。そ して.

モ ー ターサ..イクルに対 す る北 米の新 しい需要動 向 に最 初 に反応 を示 し,小 型

モーターサ イクルの輸 出量 を急増 させ たのが,欧 州二輪 メー カーであ った。さ

らに,こ うした北米市場の状 況を本 田技研 をは じめ とす る日本の二輪 メー カー

に周知 させ たのが,日 本 様舞工業 連合会の機械 工業基礎 調査事業 に他 な らな

.か った。 以下,そ の報告書 を要約す ることによって,50年 代 後半め北米二輪市

場の状況 と,そ れが どのように日本二輪 メー カーに知 らされ ていた のか明 らか

に しよう。

戦後,二 輪産業,自 動車産業 に先立?て 活 発な生産を布 こな った 自転車産業

.3}国 際的な「輪 産業 の展 開}とおい て,.大 量生産体制の成立こそが,日 本 とそ の他 の諸 国を区別す

る決定 的特徴 である こと,そ れが 日本 メー カー による寡占体制 成立の基礎的条件 のひとつで あっ

た ことはす でに拙 稿 において論 じてい る。太 田原 準 「日本「輪産業 におけ る構造変化 と競 争一

1945-1965」 『経営史学』 第34巻 第4号,2000年4月,参 照。
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の業界団体,日 本 自転 車振興会 は,1955年 以 降,通 産省の指導及び協力 を得 て,

日本機械 工業連合 会に委託す る形で,自 転車 ,二 輪車,自 動車産業 を中心 に機

械工業基礎調査事業 を進めていた。 さらに57年 か らは
,海 外市場調査 部会が新

たに設 け られ,そ の最初の調査結果 が,58年6月,『 海外 市場調査報告書』 と

して まとめられた%調 査 は,国 内需 票の狭量4:よ って国際競争 力を持ち得て

いなし.・乗用車部 門で はな く,国 内需要に恵 まれ,「 欧州列国 に伍 して輸 出競争

力 を持つ に至 った二輪 自動車」 を主た る対象 として行われだ 〕
。

報告書 に記載 され てい る各種統計表 は,先 行研 究が看 過 していた1950年 代 の

北米市場 の構造及 びその変化 を明 らかに している。 第1表 は,ア.メ リカ合衆国

の二輪車登録台数の 一覧である。それ によると
,52年 以 来,ア メリカ合衆国の

二輪車登録台数が40万 台前.半を推移 しなが ら徐々 に増加 しつつあ るこ と
,地 域

分布 においては,東 北部 中央,太 平洋岸 ,南 部大西洋岸 における普及率の相対

的な高 さを示 してい る。.gか しなが ら,こ れ は同時 に合衆国 にお ける二輪車普.

及 率の絶対 的低 さを意味 している。す なわ ち,合 衆国全体 の人口1000人 当 たb

の 二 輪 車普 及 率 は,57年 に お い て2 .7台 と算 出 され,同 時期 の フラ ンスの

ユ30.2台,.イ タ リアの70 .4台,西 ドイ ツの47.3台,そ して 日本 の16f,に 比 べ

て低い だけで な く,人 口1000人 あ 懸 り300台 を超 える同国 の乗用車普及率 に比

べて.極 端 に低 い水準 であ ること.がわか るの
。 その一方で,ア メ リカ合 衆国 の

二輪車輸入台数 を集計 した第2表1ま ,同 国の二輪車輸入台数が年 々増加の一途

を辿 り1と りわ け56年 か ら57年 に 入 ってか らは ,前 年比で エ56%,57年 か ら58

年 まで は,半 期 ベースで200兜 近 い伸 び率 を示 してい るこ とを明 らかに して い

る。その内訳 をみ ると,圧 倒的 に多か ったイギ リ.スか らの輸入 にかわ り
,西 ド

イツおよびイ タリアか らの輸.入が急速 に数字 をのば してい ることがわか る
。輸

入車の急速な増大 と国別 シェアの変動 は,以 下の アンケー ト調査 によって抽出

4>日 本機械 工業連.含会r海 外市場調査報告書一小型 自動車 を中心 として一」(昭 和32年 度機械 工

業基礎調査報告書N第6集>1958年6月 ,4ペ ー ジ。
5)同 上言,ヨ ペ・一ジ。

6)日 本 自動車工業会 ・日本小型 自動車工業会 『自動車統計年表』1961年 度版
,の 各表 よ り算出。
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第1表 ア メ リカ.合衆 国 の二 輪 車 登 録 台 数

1952年 1953年 ユ954年

登録台数冶 〕 構成比〔%} 登録台数㈲ 構成比1:%) 登録台数㈲ 構成比欄

ニューイングランド

中部 大西 洋岸

東 北 部 中 央
西 北 部 中 央

南 部 大西 洋岸

東 南 部 中 央
西 南 部 中 央

山 岳 部
太 平 洋 岸

14,800

57,900

95,50⑪

42,200

60,000

22,300

4琴,800

17300

64,700

3.6

13.9

22.8

10.1

14.4

5.4

10.3

4.2

15.5

14,000

53,400

98,400

41,300

57,900

21,000

43,800

17,500

64,50⑪

3.4

13.0

23.8

10.0

14.1

5.1

10.6

4.3

15.7

14,000

52,000

94.,600

41,000

56,10〔}

19,900

43,900

18,200

64,500

3.5

13.0

23.4

ユo.1

13.9

4.9

10.8

4.5

10.6

合 計 417,600 100.0 411,800 100.0 404,800 ユ00.0

195 5年 1956年

登録台数(台).構 成比岡 登録台数(台1臓 此間

三ユーイングランド

中部 大西 洋岸

東 北 部 中 央

西 北 部 中 央
南 部大 西 洋岸

.東 南 部 中 央
西 南 部 中 央

山 岳 部

太 平 洋 岸

.

14,200

54,60D

96,000

40,500

57,000

20,100

46,700

18,900

64,300

3.5

13.4

23.2

9.8

13.8

4.9

11.3

4.6

15.6

14,400

55,200

99,800

4〔},900

59.60〔}

21,5(」 〔〕

51,300

20,800

68,000

3.4

ユ2.8

23.】

9.5

ユ3.8

5.O

u.9

4.8

15.8

.合 計 4ユ2.4〔}0 1(,0.0 431,400 100.0

出所 日本機械 工業 連合会r海 外市場調室報告書』1958年6月,32ペ ージ。

第2表 ア メ ワカ合 衆 国の 二 輪 車 輸 入 台 数 〔単位 台数)

年

輸出国.
1952 1953 1954 1955 1956 1957

1958

(1一 ア月)

イ ギ リ ス 7,665 5,752 7,798 10,112 12,861 12,998 8,685

酋 ド イ ツ 1,554 2,411 3,298 3,225 7,512 14,299 5ユ43

イ タ リ ア 6,925 6,261 2,954 6,740 7,985 ユ6,368 16,150

オ ー ス ト リ ア n.a. n.a. n.a. n.盈. 5,157 7,613 9,833

日 本 n.a. n.a. n.a. n.a, 37 473 呂62

チ;r、 コ n、a. n.a n.a. n.a. 236 578 536

フ ラ ン ス n.a. n.a. n.a. n..a, 253 0 61Q

そ の 他
眉.一 一園圃ゴー....

19 159 3,3〔}6 2,400 107 819 421

.合 計 16,153 14,583 17,353. 22ず507 34,148 53,148 42,240

注:1952-1955年 の 日本,チ ェコ,フ ラ ンス の輸 出 台 数 は そ の他 に 含 ま れ る 。

出所;口 車 機 械 工 業 連 合 会 「海 外 市 場 調 査 報 告 書」1958年6月,33ペ ー ジ,本 田社 報 編 集 局 『ホ

ンダ社 報11959年3月 号,17ペー ジ,よ り算 出 。

ー
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された北米二輪需要の構 造変化 を反映 した も.のであ った。

海外.市場 調査部会 によって行わ れた,「 二輪 自動車 海外市場調査」 は,サ ン

フ ランシスコの二輪車登録 名簿(総 数2,752名)か らサ ンプル数200を 無 差別 に

取 り出 し,保 有状 況,使 用機種 に対す る意見,今 後の購.入計画,世 帯情報,日

本製 品 に対 する知識,等 か らなるア ンケー ト調査 であ る。 その結果 明 らか に

なったのは,北 米 の二輪市場が,国 産の八一 レー ダビ ッドソンや,ト ライア ン

フ,BSAと い った.イギ リス二輪 メー カーが 占め る大 型 機種 の成 熟市 場 と,

1956年 以 降急速 に輸入量が増加 した西 ドイツやイ タリアか ら輸入 される小型軽

量機種 中心 の成長市場 とによって重層的に構 成されていることで あった。 ア ン

ケー トにおける保有車 の年式が,大 型機種では広範 に分布 しているのに対 し,

ス クー ターで は56年 以降 に集中 している こと,葡 者が 代替購入であ るの に対 し,

後 者 の大部分が新規購入であ ること,購 入理 由と して は.前 者が スピー ドを楽

しむスポー ツ用,あ るいはモー ターサイクルフ ァンで あるか ら,と い うの に対.

し,後 者で は,維 持費の安さ,駐 車や運転 の容易 さ.そ して通勤 ・通学 にとっ

て便利で ある,.等 の回答を得ている。

調査部会 は,そ の他の回答項 目の結果 と併せて.次 の ようにアンケー ト調査

の結果 を まとめた。① 二輪 車の需要は,小 型 軽量車 を中心 に将来性が ある,

② イタリア,西 ドイツで も同様 の見解 を もって輸 出を増加 させてい る,③ 小

型軽量車 の販 売 は通信 販売網 に乗せ る傾 向があ る。 そ して,「 アメ リカの二輪

自動車市場が急速に変わ りつつ あるので はないか とい うこと」,「新 たなる需要

者が現れつつある ことを意味す るように思 える」 との提 言を うちだ して報告書

を結んだ%

2欧 州二輪市場の斜陽化が現地二輪メーカーの競争力に与えた影響

北 米市場 に出現 した小型軽量 モー ターサイ クルを求 める新興需要 に対 し,欧

州二輪 メーカーが素早 く反応 して輸 出量 を急増 させ た とい う事実 は,欧 州二輪

7)ロ 本 機 械 ⊥ 業 連 合 会,前 掲 書.5-8ペ ー ジ。
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第3表 欧 州 主 要 二 輪 生 産 国 お よび 「i本の 生 産台 数 と輸 出台 数(単 位:台 数)

西 ドイツ イタ リア フ ラン.ス イギ リス 日 本

年 生産台数 輸出台数 生齢数 輸出台数 蛙 台数 輸出台数 生産台数 輸出f緻 生産磁 輸出台数

1949 145,515 3、43些 99,900 3,759 1351鰹 凡乱 1騒細 65,lo8 9,189 ;2・1

50 299.03 16,274 318,000 17,505 2141966 n.乱 1571～⑪0 73,951 7,585 8σ1

51 337、7石～ 32,581 363.5011 31,ユ37 474,149 n.a. 160,262 91,699 認,957 491

52 439,776 49,301 460,060 45,335 613,733 n、a. 1571820 70,265 76,儂 ユ3

53 564#3 ..63,477 騒3,500 56,226 808,477 48,142 154,130 63,173 1619,7胱 105

騒 8371詑7 136,513 565』00 4ア,132 1,002,195 56,麗 164,264 7⑪,254 2別1%8 191

55 1.083、痴3 205,165 605,000 即,8星 1,145,820 59,939 185,228 6Q731 252,236 323

琉 別9、騒2 圏7,86D 570,oαo 100,396 1,130,252 50,154 142,759 53,85D 3371訪8 醐

57 6451369 幻1,LOア 576,500 16511腿 1,103,631 陀,窟 206,063 n.a 414,934 1,951

駆 4銘,599 163,859 5&1,000 158,740 964,272 紹1棚 .179,239 n、a、 5凹 、]14 5,42ア

59 516、8回 176,624 595働 180,940 955/046 1311734 326,959 n,己, 8781訓1 19,4;0

60 58;,88: 196,315 6聞,呂oo n.a.. 1,007,369 n.3. 252,917 41,111 1,494,202 56,268

注:.生 産 お よ び輸 出台 数 には,モ ー タ・一サ イ クル,ス ク ーーター,モ ペ ッ トの全 て を含 む。

出所:日 本 自動.中:工業 会 ・日奉 小 型 自動 車工 業 会 「自動車 統計 年 表 」1961年 度 版,135ペ ー ジ。

メーカーが技術 とコス トの双方において,R本 二輪.メーカーに対す る優位性を

確立していたことを裏付けている。欧州二輪メーカーの存在は,全 世界の二輪

車保有台数1900万 台のうち,1600万 台を保有する欧州市場を背景 とした規模の

優位性によって,EEC圏 内では もちろん,北 米や東南アジアといった限られ

た規模の輸出市場において も,日 本二輪メーカーの参入を阻んでいたのである。

しかしながら,1950年 代半ば以降,そ れまで四輪車の下級財 として拡張を続け

た欧州二輪市場が停滞 ・縮小に向かったこと,そ の一方で,同 時期の日本二輪

市場が,よ うやく四輪車の下級財として本格的な拡張期に入ったことは,欧 州

の優位,日 本の劣位 といった国際競争関係を変容させ る環境を作 り出しつつ

あった。 こうした環境は,50年 代..前半の輸出政策の失敗により合理化に邁進 し

ていた本田技研の台頭を絶対的にも相対的にも大 きく加速させる要因として作

用した。

第3表 は,欧 州の主要二輪生産国および日本の二輪車生産台数と輸出台数の
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推移 を 一覧 した ものである。戦後 の西 ドイツ,イ タ リア,フ ランス にお ける二

輪車生産台数は,い ずれ も1950年 代 前半 には年産50万 台を突破 したが,50年 代

半ば以降には停滞 か,衰 退傾 向を示 してい る。輸出に関 しては,イ ギ リスだ け

は 早 くか ら生産台数の過 半数 を海外市場 に出荷 していたが,そ の他 の国は,国

内市 場の停滞 ・衰退 を うけてか ら,海 外市場 への依存率 を増大 させ ている。西

ドイ ツは,50年 代 後半 に合衆国 に次いで 自動 車生産 第二位 に躍 り出たが,そ れ

とは対照 的に,自 動車 の安価 な下級財 として拡張 していた二輪車需要が,軽 自

動車.(ミ ニカー)お よび小 型 自動車に急 速に代替 され てい く傾向 を顕 著 にして

いた藷,。.イギ1」スにおいて は,す で に1920年 代 半 ば以降,二 輪車の保有台数 は

乗用車 のぞ.れに抜かれ ていたが9〕,ド イツ,フ ラ ンス,イ タリアは50:年代 半 ば

以降 にその転換点 を順 に迎 えつ つあっだ%こ の こ≧は,国 内 における中小二

輪 メーカーの整理統合 や破産,有 力 メー カーの輸 出量拡大 と軽 自動車生産へ の

転換 とい う帰結 を生 んで いた。国 内二輪市場 の縮 小 は..欧 州二輪 メー カー に

とって,短 期 的には輸 出に振 り替 えることによづそ現状 の生産量 を維持 しえた

が,二 輪 車事業 における積極的 な製品開発.新 規の設備投資 を回避 させ ること.

に な った。西 ド.イッのBMWやDKW,イ タ リアの ヴェスパや ランブ レ ッタ

とい った有力二輪 メー.カーは,む しろ積極 的 に軽 自動車の生産 にむけて生産設

備や 開発 部門を切 り替 え ることによって,需 要変動 に適応 しようと していた11〕。

.日本機械工業連合会は前 出の報告書 に次いで,翌 年 に再び 『小 型 自動 車海外市

場情報』 を発刊 し,欧 州 各国の二輪業界団体が発行す る業界 紙を翻訳 ・転載す

ることで,需 要構造 と供給構造 に設いて進行 しつつある変化 を伝 えよ うと努力

したL%例 えば,西 ドイツのRadmarkt誌 か らは,「 二輪 自動 車 の新 車登 録台

8}日 本機 械 ユ;業連 合 会 「小 型 自動 車 海 外情 剤(昭 和33年 度 機 械 工 業 基礎 調 査 報 告 書33-N131>

1959年6月.68-7ユ ペ ー ジ 。

9)SteveKotme・ ・"Th・Bτid・hM・t。 ・(=y・lelnd・ 町d曲 ・gth・193Q・,"加 瞬 げ7抱 ・・卿

紐5如 削,March1995,vv.57-58、

10)日 本 機 械1:業 連 合 会,前 掲 書,47-48ペ ー ジ。

11)同 上 書,68一 ア⊥ペ ー ジ,ユ68ペ ー ジ,188-196ペ ー ジ 。

12)同 上 書,101-312ペ ー ジ。
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数 は 最低記録」,「二輪 自動車の輸出台数は間 もな く国内販売台数 を凌駕す る」,

「DKWの 二 輪車生産の縮減 と軽 自動車へ の進出」 とい った記事 を紹介 してい

る,

3日 本二輪市場の拡張に乗 じた競争劣位の克服

他方,日 本二輪市場 は欧州市場 に遅れ て拡張期 に入 り,年 産50万 台 を突破す

るには.1958年 を待たな ければな らなか った。輸出 に関 しては59年 以降に増 加傾

向を顕著 にす るが,国 内向け台数 の数%に 過 ぎず,内 需依存の成長傾 向は明 ら

かであ った。 しが しなが ら,輸 出台数の少なさは,.日 本 メー カーが輸 出に無関

心であ った ことを意味 しない。.日本二輪 メー カーの輸出の試みは海外市場 にお

ける欧州二輪 メーカーの競争力 に参入 を阻 まれていたのである。本 田技研 の専

務 であ る藤沢武夫 は,創 業か らわずか4年 後 の1952年 正 月,「 本 田技研 の世界

主 義」 と題 す る宣言 を打 ち出 した。「吾が社 におい ては,本 年度 は30万 ドルの

輸 出を計画 してい る……昨年度は4サ イクルE型 エ ンジ ンを完成 し,つ いでF

型 リヤサ イ ドエ ンジ ンを も試作完成 した。吾 が社 の高能率,大 量生産方式 によ

る低 コス トは,世 界工業会の水準 において も必ずや諸外 国と競争 して貿易の勝

利 を もた らす であろ う」1㌔ しか しなが ら,経 営 陣の意気込み とは対照 的 に,

1948年 の 創立か ら56年 までの8年 間の総輸 出額 は,9万5000ド ル,日 本円に し

て3500万 円 にも届かなか った。世界主義 の宣言後,さ っそ く本国版 ニ ューズ ・

ウ ィー ク誌 の1ペ ージを500万 円で 買い取 り,大 々的 に広告 して臨んだ北米輸

出 は,し か しなが ら30台 程度 のサ ンプル輸出 に終わ っていた1%同 様 に,東 南

アジア方面への輸 出 も成果 をあげられ なか った。 日本小聖 自動車工業 会が主催

した 「東南 アジアモペ ッ トキ ャラバ ン」に参加 した本田技研 の社員 は次 のよう

に伝えてい る。 「む こうの町で は.各国の車が走 っていて,ま るで国際 見本市 で

すよね。走 っていないの は日本の車だ けだ と思 えば間違 いないです よ…… どう

13)藤 沢 武 夫 「本 田技 研 の 世界 宅義一1『本 田 月 報』 第5号,1952年1月,1ペ ー ジ。

24)六 出技 研 ⊥ 業 広 報 部所 蔵 「ア.メ リカ に行 った 本 田技 研一AHM1959-196311984年 .11-13ペ ー ジ。
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第4表 .主要 二輪 生 産 国 の所 得 と乗 用 車 普 及 率(1959年)

国 名 一人当たりの国民所得($) 乗用車普及率 恰/.F人)

.イ タ リ ア 431 29

西 ド イ ツ 747 55

フ ラ ン ス 813 100

イ ギ リ ス 954 89

日 本 249 3

出所1日 本 自動車工業会 「自動 車統計 年報J1960年 度版,か ら作成。

して日本の車が入 っていないか とい うと,ま だやは り高いか らか又は技術水準

が低かったからです」1%創 業以来,輸 出を前提 として新 しい技術,生 産方式,

販売チャネルを採用 し続け,国 内有力 メーカーのひとつ として数えられていた

にも関わ らず,本 国技研の輸出成果は,欧 州二輪市場 と結びついた西 ドイツ,

イタリア,イ ギリス等の二輪メーカーの存在によって制約されていたのである。

ユ955年以降,日 本の二輪.市場は,四 輪車の普及に先立ち,そ の下級財 として

の本格的な拡張期に入った。第4表 が示すとお り,50年 代を通 じて,国 民所得

も乗用車普及率 も欧州各国に比べて極端に低かった。しかしながら,そ のせい

で 日本二輪市場の拡張期が欧州に5年 以上遅れて展開したこと,そ して,そ の

時期がちょうど欧州..二輪市場の斜陽局面に重なったことは,日 本二輪メーカー

にとって輸出市場における競争劣位を克服する好機となっていた。とりわけ,

50年代前半の最初の輸出攻勢に向いて失敗を経験 していた本田技研は,国 内市

場拡張の機会を輸出競争力の再構築のため,慎 重かつ戦略的に利用 した。本田

技研は,増 産を急いで売 り上げを伸ばす競合メーカーとは対照的に,「国際価

格の実現」をスローガンに,ま ずは合理化を優先させた吻。藤沢武夫は従業員

に呼びかけた。「今吾が社は,数 量を増加し.て各社の増産 と歩調を合おせるこ

とが良いか,数 量はおさえて,販 売比率は下げても経営内容を良くすることに

15)本 田社 報 編 集 局 「東 南 ア ジ アキ ャ ラバ ン4500kmの 旅 」 「ホ ン ダ社 報 』1959年2月 号
,3ペ ー

ジ。 東 南 ア ジ ア 〔イ ン ドネ シ ア,マ レー シ ア,シ ン ガ ポー ル.タ イ)に お ける 湘57年 の 二 輪車 保

有 台 数11万6959台 の うち,日 本 車 は1000h,を 切 って い た と推 定 さ れ る 。

1.6)太 出 原,前 掲 論 文,11-12ペ ー ジ。
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第5表 本 田 技研 に お け る操 業 能 率 の推 移(直 接 部 門)

1956年1月 ユ957年1月 1958年1月

A.操 業 度
埼玉.製作所

浜松製作所

50,515H

36,855H

74.58711

51,724H

89.66911

88,099H

B操 業 時 間
埼玉製作所

浜松製作所

92,480H

52,775H

96,557H

68,427H

107,075H

93,965H

A/B操 業 能 率
埼玉製作所

浜松製作所

54.6%

69.8%

77.2%

75.5%

83.7%

93.7%

出所:rホ ンダ社報』1958年10月号,11ペ ージより作成。

努力す る ことが良いかあ,天 下分け 目の ところで ある。 まだ まだ コ冬 トダウン

させ なければ な らない多 くの要素がある。これを徹底 的に探求 し,理 想的原価

に持 ってゆ くことが,現 在 とるべ き第一番 に重 要 なこ とで あ.る」切。.本田技研

は,1956年 か ら58年 に かけて,エ ンジン組立 のコ ンベア化,汎 用工作機械の 自

動化,工 程管理 ・品質管理 ・作 業標準 の確立,外 注部 品の内作取 り込みや外 注

資材 の本社一括購 入 とい った合理化政 策に取 り組 み181,第5表 にみ られ る操業

能率の署 しい改善に成功 した。そ して,57年 が 明 けると,藤 沢武夫 は,今 度 は

一転 して各製作所に大幅な増 産命令 を..ドし
,規 模 によるコス トダウンを追求 し

た。その結果,57年4月 には,第 一次値下 げ,8月 には第...=次値 下げが相次 い

で実施 され,.全 車種 で10-15%の 価 格 引 き下 げを実現 した1%こ の価格 引 き下

げは,低 価 格政策によ って本 田技研 と競争 していた東京発動機 や鈴 木 自動車 に

大 きな打 撃 を与 え;本 田技研 の市場 シェ アお よび生産規模 を着実 に ト昇 させ

だ ω。

本田技研 の合理化政策 の成功 と価 格の引 き下げは,東 京発動機 との首位 争い

に決着をつけ国内市場 における覇権 を確 立す る直接 の要因 となった ぽか りで な

く,同 社 に再度,本 格的 な輸出計画 を準備 させる前提条件 となった。本 田宗一

17)

18)

1§)

20)

藤 沢 武 夫 「今 後 の 生 産 計 画 」 『ホ ン ダ社 報J1956年8月 号',2ペ ー ジ 。

太 田 原,前 掲 論 文,12ペ ー ジ。

同 ヒ論 文,12ペ ー ジo

同.ヒ 論 文,12-13ペ ー 洗
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郎 は次の ように論 じた。 「輸出の少 ないわ が国では,国 内市場 における需給状

況が生産 の重要 な指標 とな っている。量産 によるコス ト引 ドげ を通 じて発展 を

図 らねばな らぬ立場か らすれば,こ の ように専 ら国内市場 に依存す る とい うこ

とは,そ れ自体発展 を疎外 してい ることを示す ものであ る。……今次の値下げ

によって国内.市場 は勿論であ るが,特 に海外市場進出の好機 と したい念願であ

る」21,。ユ957年 に は営業部 の二番 目の優先事項 と して復 活 した海外進出計画 は,

59年 に.は最優 先事項 とな った。営業部長の高橋健助は,「 本年 こそまず第 ・に,

多 年 の念願で あ った海外市場進 出に全力 を傾 注す る決心で ある」拗 と所信 を表

1.円した。本 田技研 の輸 出政策 は次 のよ うに規 定された。「ア メリカ,東 南 アジ

ア,中 南米,こ れ等 の地区で ヨー ロ ッパ製品を凌駕する こと,そ れが直接 ヨー

ロ ッパ を も席 巻す る最 良 の策 となる」2㌔ 本 田技研 の 輸 出政策 は ,欧 州二 輪

メーカーへ の二度 口め挑戦に他な らなかった。 しか しなが ら,そ の進出先お よ

び進出方式 は容易に定ま らなかった。

IIIア メ リ カ ン ・ホ ン ダ ・モ.一 タ ー の 設 立

.1参 入に先立つ情報収集および北米市場の選択

機械⊥業連合会による 「海外市場調査報告書』は,本 田技研の輸出政策に決

定的に影響 した。すでに述べたように,輯 告書には,ブ ラックジャケットを対

象とした趣味的で特殊 な二輪需要 とは別に,北 米市場には小型で簡便なモー

ターサイクルを求める新 しい需要が着実に現れて悟ること,そ の需要を狙って,

西 ドイツやイタリアといった欧州二輪 メーカーが北米昏の輸出量を急増させて

いることが明記されていた。本田技研は,1956年 の暮れから本格的な輸出計画

を開始するため,欧 州.と東南アジアへ市場視察団を送っていたが,1958年 に

入っても進出先および進出形態を決定で きず にいた。『海外市場調査報告書』

21)本 田 宗 一郎 「再 度 の値 下 発 表 につ い て 」 「ホ ン ダ社 報 』1957年8月 号,1ペ ー ジ。

22)高 橋 健 助 「海 外 進 出 に全 ノJを 傾 注 」rホ.ン ダ杜w11959年1月 号 ,6ペ ー ジ。

23>同 ト記 事,6ペ ー ジ。
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が 本 田技研 に配布されたのは,そ の年 の6月,進 出先の決定を追 られていた重

要な時期であ った。報告 書は,本 社営業課長か ら営業部部付 きに異動 し,貿 易

グループの責任者 に任 命 され た川 島喜八郎 の手 に渡 った。川 島は,「.手 応 えの

あ る.初めてのデー.タ一葉」 とこれを評価 し,す ぐに北米市 場への視 察旅行 を希

望 した。彼 は,後 に次 の ように語 っている。「これが ス ター トで した。 これ を

読んでいけ ると思 った。……考 え方 と しては,二 輪車の輸 出国 としてアメ リカ

が一番だ とい うことは(日 機運 の調査報告書で)よ く分か ったが,

けで は満 足で きないか ら現地 に行 ってみ よ うとい うこ とにな った」Z4〕。貿易 グ

ルー プは,海 外市場調査報告書 の他 にも,ト ヨタ自動車や≡菱 商事 か ら北米進

出や進出方式に関するア ドバイスを受 けていた。 トヨタ自動 車の輸 出担 当者 は,

米 国 トヨタの年間宣伝費が50万 ドル(1億8000万 円)で 済んでいるのは,ア メ

リカ人が 自動 車の効用 をよ く承知 してい るか らで,モ ー ターサ イクルの場.合,

そ の効用 を啓蒙す るため に,年 間宣伝費M100万 ドル必要で あ るとの見解 を示

した。100万 ドルを捻出す るためには,2000台 か ら3000台 の売 り上げ を宣伝 費

に計 上 す る必要性 があ り,貿 易 グ ループ に とって,こ れ は悲 観材 料 となっ

た2コ'。三菱 商事か らは,r商 社扱 い な ら,売 れゆ き不振 の際,担 当商社 員 に別

の仕事 をさせ るこ とが 出来 る』 ランニングコス トは最小」 と商社経 由の利点 を

説かれ てい たが,川 島 には 「片手 間で モー ターサ イクルを売 る姿勢」 と映 っ

た26)。

ユ958年1ユ月2ユ日か ら ユヶ月の予定で川島の一行 はロサ ンゼルスに向か ったη,。

社報は これ を次 のよ うに記 してい る。 「今回の渡米 は,ア メ リカにおけ る需要

の見通 しをは じめ,嗜 好,保 安基準,流 通経路,取 引条件,支 店設置 の手続 き,

税制 の調査等多 くの問題 を調査す るためで,一 ヶ月の予定で ロスア ンゼルスを

中心 に北米 にお ける二輪業界 の実態 を調べ る ものであ る」。川 島の一 行が,視

24).本 田 技 研 工 業 広 報 部 所 蔵,前 掲資 料,62-63ペ ー ジ。()内 は原 文 の まま 。

25)同 上 資 料,6翠..63ペ ーージ.

26)同..卜 資 料,62ペ ー ジ。

27)同 上 資 料,12ペ ー ジお よ び66ペ ー ジ 。
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察の過程 で集 めたデー タは,基 礎的な統計資料の他,競 合車 の種類 と性能お よ

び最終小 売販売価 格,ア メ リカの販 売店が デ ィス トリビュー ターや インポー

ターに要 求 していたマー ジン率等 であ った25}。ま た,三 菱銀行 のサ ンフランシ

ス コ駐在員事務所 に立 ち寄 った川島は ,「 ロ.スア ンジェルスが アメ リカの中で

持つ意味 について」説明された。 このときに得た西海岸の工業化 の進展 ,購 買

力の西 海岸へ の移動 しつ つあ る状況 に対 す る認識 は,ア メ リカ ン ・ホ ンダ ・

モー ターがロサ ンゼルスに置かれ る大 きな理 由のひ とつ となった2帥。.

阻鷺

璽
書

聖
.
.

2「 対米輸出計画書」にみる本田技研の北米参入計画

北米視察団の帰 国後,貿 易 グループぽ外貨割当 申請認 可 を得 るため,通 産省

重工業局 自動車課 な らびに大蔵省国際金融局投 資産課 に提 出す る 「対米輸出計

画書」 の作成 を急 いだ。そ の過程 で特 に念 入 りに検討 された のは,北 米 にお け

る現 地価 格の設定であ った3。:1。第6表 は ,1959年 に お ける北米西海岸 の250cc

以 下 の小売価格一覧である。銘柄 の大部分 を占め るのは,西 ドイツ,イ タリア,

イ ギ リスをは じめ とす る欧州製=輪 車であ った。貿易 グルー プは ,こ れらの先

行 メー カーに対 し,競 争力 を有す る現地価 格を設定 しながら,同 時に,藤 沢武

夫 が下 した条件であ る.「利益の出 る輸出」を実現 しなければならなか った。藤

沢 は,ト ヨタ自動車や 日産 自動車が余儀 な くされ ていたFOB価 格 の生産 コス

ト割れ を,本 田技研 においては許容 しない方針 で輸 出計 画を指導 していた31)
。

合 理化 と二度にわたる国内価格 の引 き下 げはその.ための準備 に他 な らなか った

か らであるD

第7表 は,丸 紅 を介 して輸出 したヤマハ発動機 のアメ リカ西海岸 にお ける現

地価格 の構成で ある。通産省 は,こ の価格構成 につ いて ,0.7～0.8%足 らずの

薄 い利.益率 を指 して メー カーの適正 マージ ンが犠牲 にな ってい ることを指摘 し

28)同.ヒ 資 料,68-69ぺ ・一ジ。

29)同 上 資料,67ペ ー ジ。

30)1司一L資 料,刀 ペ ー ジ。

31)同 』資 料,71べ ・一ジ。

』 ■監 一
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第6表 米 国 西海 岸 に お け る各 銘 柄 小 売価 格

機種 ・形式 生 産 国 価格($)

2.50cc.

Jawa(St.)

Maico(BlizzardSuperSp.)

Honda(CA72)

Puch(SGS)

TWN(HUD)

Zimdapp(SuperSabre)

Barnett(80Curiser>

James(1..25)

Maic⑪(Bliz,.ardScrambler、)

MZ

Adlre(MB・favorite)

Jawa(Scrambler)

DKW(RT125)

Panther(65)

BSA(Roadster)

Simpson(Sport)

Puch(SSGA)

Puch(MB-BuddアSeat)

NSU(SuperMax)

Maico〔BlizzardEnduro)

Indian(Arrow).

Panther(35)

MVAgUSta(Raid)

MotoGuzzi(AironeSpor　 s)

NSU(S20Scrambler>

BMW(R-26)

Ho,.(Resident)

Ariel(Leader)

200{'C

Zundap

Triumpll

Triumph

Triumph

Parilla

ア

ツ

本

ア

ツ

ツ

ス

ツ

ツ

ス

ア

ツ

ス

ス

国

ア

ア

ツ

ッ

国

ッ

ァ

ァ

ツ

ツ

ッ

ス

キ

)

キ

衆

ノ

ー

衆

四

四
∵
訓
話

潟
儲
廻
附
擁
旨
別
口
潟

工

一

エ

メ

一

一

メ

チ

四

]

オ

西

西

イ

.四

東

イ

チ

.四

イ

イ

ア

身

オ

西

四

ア

西

イ

イ

西

西

西

イ

西

イ

ィ

イ

イ

ド

ギ

ギ

ギ

タ

イ

リ

リ

リ

リ

ツ

ス

ス

ス

ア

9

5

Q

O

5

5

9

9

9

0

5

9

9

9

0

0

5

9

3

5

8
.
5

5

7

0

5

5

5

46

53

56

56

56

56

57

57

57

58

59

59

59

59

61

61

61

62

63

63

63

胆

66

67

68

71

72

79

499

545

572

595

639
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175-15〔}CC

Jawa(St.)

」awa〔Scooter)

Honda(CA95)

BSA(SuperBantam)

Jawa(Scrambler)

Ducattj(AmericanSp,)

Lambretta(T「 ♂)

Ducatti(AmericanSp.)

Duc秩tti(AmericanSp.)

125cc

BSA(Bantam).

J臼wa(Scrambler)

Honda(CB92)

Ducatti(SuperSport)

Rune(St.)

Rumi(Scooter)

50cじ

∫awa

H(,nda(C-100)

NSU(N)
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ア

ア

本

ス

ア

ア

ア

ア

ア

キ

キ

キ

f

訂

萱

ノ

ノ

)

ノ

」

,

ノ

ー

ロ

ロ

ロ

蛮

ギ

皿

タ

タ

タ

タ

エ

エ

エ

チ

チ

日

イ

チ

イ

イ

イ

イ

ス

ァ

本

ア

キ

)

バ

ノ

ロ

乱

乱

ギ

以

・

。

。

エ

イ

チ

日

イ

チ ェ コス ロバ キ ア

日 本

.西 ド イ ツ

399

429

460

475

488

5思

579

599

599

405

406

495

499

589

629

219

245

275

出所=通 産省重 」.局 自動 車課編r日 本の 自動車工&1960-1961年 度版,118-121ペ ージよ り作

成 。

第 ア表 国 産二 輪 自動 車 輸 出 価 格 構 成(単 位=%)

50cc 125cc 250cc 350cc

デ ィー ラ ー マ ー ジ ン 25.0 25.0
L

25.0 25.1

イ ン ポ ー タ ー マ ー ジ ン 12.7 15.0 16.8 18.3

輸 入.税 7.3 5.9 5.4 5.8

保 険 o.7 0.4 0.4 0.3

海 上 運 賃 3.6 3.2 2.7 2.5

国 内 諸 掛 0.7 O.5 0.4 0.4

梱 包 費 2.7 1.9 1.7 1.6

製.造 原 価 46.5 47.3 46.9 45.3

利 益 〔}.8 0.8 0.7 0.7

合 計 100.0 100.0 100.0 100.O

出所:通 産 省 重工 業 局 自動 車 課 編 『日本 の 自動 車.【:業」1960-1961年 度 版,122ペ ー ジ。.
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て い る鋤。 これ に対 し,本 田技研 の貿易 グループが下 した進 出方式 は,選 択肢

として残 していた商社 経由な らびに現地 デ ィス トリビュー ターへの委託 とい う

進 出方式 を とらず に,直 接販売子 会社 を設立 する とい うものであ っだ%そ れ

は,最 初か ら現地販売子会社 が輸 入,卸,小 売,そ して小 売業者 の開拓 ・組織

化 の全て を行 う体制であ った。貿易 グループが直接 進出を選択 した理 由は次 の

ようなものであ った。 すなわち,12-18%に 達 す るインポー ターマージ ンを省

き,そ の分を,自 社利益 および,販 路拡大のための インセ ンテ ィブに配分す る。

そ うす ることで,メ 」カーの適正利益 を確保 し,小 売 りマージ ンには業界 の.ヒ

限であ る25%を 支 払 った上で なお,デ ィー ラーへの販促 イ ンセ ンテ ィブ として

2～3%を 上 乗せ して,販 売網 の拡大に備 え ることがで きる とい うものであ っ

た3引}。貿易 グルー プは最 終的 に現地価格 を,59⑪ ドル(ド リーム305cc),560

ドル(ド リーム250cc),245ド ル(ス ーパーカ ブ50cc)に 設 定 したQこ れは

本 田製 品に対 し性能的 に同等 以上の競 合車種 よ りは低め に設定 し,明 らかに本

田製 品が性能的 に上回 る競合 車種 よ りは高 めに設定す るとい う考 え方 に基づい

ていだ ㌔ それ は欧州二輪 メーカーに対 して十分 に競争力 を有す る価格 であ り

なが ら,.メ ー カーの利益 を犠牲 にす る もので はなか った。

対米輸出計 画書は,貿 易 グループの石川大海 によって最終的にま とめ られ,

藤 沢 と川 島の承認 を得 て,1959年3月,通 産省 と大蔵省 に提 出された35}。石 川

には,行 政が 「アメリカのモー ターサ イクル産業は斜陽であ り,今 後市場 サイ

ズの拡大が あ るとは思 えない」謝 とい う見通 しを持 って いる との情 報が もた ら

32〕 通産省 重⊥業局 自動車課編 『日本の 自動車工業11960-1961年 度版123ペ ー ジ。

33〕 すで に本 田技研 には,大 手「輪 メ・一カーであ りデ ィス トリビュー ターであ った ッンダ ップ社お

よびシンプ レックス社か ら販売契約の提 案を持 ち込 まれ ていた,ま た,営 業部長の高橋健助(三

菱 商事 を経 て本田技研に人仕)は,川 島に三菱商事経 由の輸出 を提案 していた。六出技研広 報部

所蔵,前 掲資料,44ペ ー.ジおよび61ペ ー ジ.

34)同L資 料・,73ペー ジじ 』

35.}本 田社報編 集局 「ある レポー トよ リ アメリカホンダの横顔1「 ホ ンダ社報J1959年3∫ 】号,

16ペ ー ジ。

36)本 田技研 「業広報部所蔵,前 掲資料,73ペ ー ジ。

37)同 上資料,74ペ ージ。

..」
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されていた。 したが って,計 画書 は,北 米二輪市場 の成長可 能性 と本 出技研 の

欧州二輪 メー カーに対す る競争力 とを実証 しなければな らなか った。 それ は第

一 に
,北 米 「輪市場の現状 と可能性に関 して,そ の保有 台数 と最近の三 カ年の

輸入実績 お よび前出の 日本機械 工業連 合会の海外市場調査 の結果 を引用 し,

四 輪車 と競.合す る可能性 が低 い こと,小 型 モーターサ イクルに対す る新規 需要

が存在 し,さ らに開拓で きる可能性 を主張 した謝。第一.=に,会 社 の目的および

事業の内容が明記された。米 国法 人,Americanf.iondaMotorCo.Ltd.は 本 田

技研ユ.:業の全額 出資 による設立で,資 本金50万 ドル(1億8000万 円)と す る。

その うち現 金出資 は4600万 円 で,こ れは土 地,建 物,サ ー ビス施設 に充当 され

る。残 る1億3400万 円 は製品在庫,補 修用部 品か らなる現物出資であ ること,

等 であ る。会社 の 目的は,モ ー ターサイ クル,モ ペ ッ ト,汎 用 エ ンジンお よび

補修部品の輸入,卸 売 り,小 売 り,お よびこれ1こ伴 うサー ビスを アメリカ合衆.

国 全域 で行 うこと。 人員は当初,日 本人3名,ア メ リカ人3名,1959年 秋 まで

に6名 を補充 し,支 配人 を川 島喜八 郎 とす るとい うもので あ っだ'♪。

計画書が 第三 に論 じたのは,販 売予定機種 の現地価格 を,欧 州 「輪 メー カー

の競合 車種(Jawa,Agusta,NSU,BSA ,Puch)と 比 較 レて,本 田製 品の

価 格競 争 力 を強 調 す るこ と に当 て られ た。 「上 記 価格 は こう したマ ー ジ ン

(25%+2-3%の 販 促費)を 含 んで もなお低廉 な小売価 格 とあいまって,ホ

ンダ製品の競争均を高めている」㈲。さらに性能に関しては,.本 田製品を分解

して研究 したアメ リカのベ ル リーナ ・モー ター社 の次 の結果報告 を引用 した。

「エ ンジンは実 に驚 くべ き制作技術 の結 晶で ある。注意深 く素晴 ら しく作 られ

てい る。走行 テス トの結果 も ヒ々である。このモーターサ イクルは
,ア.メ リカ

はい うまで もな く,世.界 の同 クラスのモーターサ イクル以上の加速性 能 ,走 行

安定性 を持 って お り,ま さに第 一級 の ものであ る」羽〕。第8表 は,対 米輸 出 計

38)本 田社 報 編 集 局,前 掲 記 事(1959年3月) ,17ペ ー ジ.

39)本 田技 研..L業 広 報 部 所 蔵 、 前 掲 資 料,75-76ペ ー ジ。

4D)同 上 資 料 、76ペ ー ジ、

41)同 上 資 料,77ペ ー ジ、

内ぽ原文の まま。
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第8表 「対 米 輸 出計 画 書 」 に お け る 立 ち 上 げ期 の販 売 計 画

月間販売計画 1958.3-58.8 58.9-59.Z 59,3-60.2 60.3以 降

125-350cc 200 325 800 2,500

5⑪cc 100 325 800 2,500

期間合副. 1,800 3,,900 9,600 30,000

出所:『 ホンダ社報』1959年3月 号,17ペ ージより作成。

画書0最 後 に記載 され た販売計画 をあ らわ した もので あ る。 それ は.1960年 の

2月 までは58年 における合衆 国の二輪車輸入台数 ・推 定10万 台 の うち,ロ サ ン

ゼルスおよびサ ンフランシス コ通 関を経 由す る3万 台か ら,20%の シ ェアを奪

取 しようとい う計画であ った。さ らに,60年3月 以降 は,販 売網 の整備 と宣伝

め徹底 によって,月 販5000台 が 目標 とされ た4%

大 蔵省か らの外貨持ち出 し決裁 は,1959年 の4月 に下 りた。 しか しなが ら,

計 画の50万 ドルの資本金 は25万 ドルに減額 され,そ の うち現物出資で14万 ドル

を充当する との条件であ り,外 貨の持 ち出 しは11万 ドルに制 限された うえでの

許可であった。 それ は,57年 に トヨタ自動 車が米国 トヨタ設立 の際 に持 ち出 し

た外貨の約10分 の1で あ っだ 二引}。北 米輸 入二輪車 総数のわずか6%の シェア獲

得を 目指す本田技研 の北米参 入はこうして開始 されたのであ る。

IV結 論

1950年代後半,欧 州市場において四輪車の下級財として縮小傾向にあった二

輪車需要が,お な じときに,日 本市場では四輪車の下級財として拡大傾向にあ

り,他 方,北 米では四輪車需要とは相関しない独 自の需要として拡大 しつつ

あった とい う状況から,わ れわれは北米市場.に日本二輪メーカー進出の好機が

訪れていた とい う結論を引き出すことができる。そして,こ のことは,現 在ま

で維持される二輪産業の国際的寡占構造,す なわち,本 田技研を盟主とする日

42〕 本 田社 報 編 集 局,前 掲 記 事(1959年3月),17ペ ー ジ。

43〕 六 出技 研 工 業 広 報 部 所 蔵,前 掲 資 料,78ぺ ・一ジ.
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本 二輪 メーカーの4社 体制の生成を基底 的に条件づ ける環境条件 となってその

後の展開 に強 く影響 した。 しか しながら,1959年 の ア.メリカン ・ホンダ ・モー

ターの設立が,こ うした時局 的な好機 を十分 に認識 した結果の意思 決定 であ っ

たか といえば,か な らず しもそ うとはい えない。本田技研 は ,す で に広 く認識

されていた北米市場 の新興需要 に反応 し,注 意深 く現地価格 と進 出方式 を決定

し,そ して競合す る欧州二輪 メーカーの競争力 を前提 とした控 えめ な輸出計画

を作成 したにす ぎなか ったのであ る。 しか し,歴 史的観点か ら評価す るな らば ,

本 田技研 の北米進出 は,北 米市場 における新興需要の出現,欧 州 メー カーの二

輪事業か らの後退 とい っ.た歴 史的な好機 と結 びついた ことによって,そ の成功

の速度 を早め る条件 を獲得 していた ことはまちがいない。歴 史的 ・環境的条件

を認識す ることによ ってめみ,そ の後の本田技研 および 日本二輪 メ.一カーの北

米市場 における成功 を包括的 に理解で きるので ある。

最後 に,先 行研究が繰 り返 して きた 「本 田技研の北米市場参入戦略」に関わ

る誤謬 を修正 して本稿 を終え よう。第一 に,定 説が主張 す る1950年 代 の北米市

場 の需要構造 は,.一 部 の特徴 だけを誇張 し一般化 しているだけで,忠 実に全体

像 を捉 えた ものではない。現実 の北米.市場 は特殊で趣味 的な大型 モー ターサイ

クル を求め る成熟市場 と,小 型モ」 ターサ イクルを求める新興需 要とによって

二層 的に構成 されていた。第二 に,小 型で簡便 なモーターサ イクルに対す る需

要が北米市場 に存在 し,.成 長可能性を秘めていることを発見 した のは,決 して

本 田技研で はな く,そ うした認識 はす でに欧州二輪 メー カー.には勿.論,そ の他

の 日本二輪 メー カーに も相当の程度で広 まっていた。第三に ,本 田技研 の現地

価格は,メ ーカーマー ジンを犠牲 にす るどころか,適 正 マージ ンの確保 を至上

命題 として設定 された もので あ り,市 場浸透価格,す なわ ち輸 出市場 にお ける

ダンピング価格 とはいえない。そ して最後 に,50年 代 か ら60年 代 にか けて.,本

田技研 が競合 したの は欧州二輪.メー カーで あ り,.排 気量 も顧 客層 も,そ して価.

格 帯 も大 きく異 なる 「ハー レー ダビ ッドソン社」で はない醐。本稿が明 らか に

44)八 一レーダビヅドソン社と六出技研が競.合するようになるのは,1970年 代に入ってからであ〆
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し た 史 実 は 以 上 の 誤 謬 を 訂 正 す る に 十 分 な も の で あ ろ う 。

F

＼ る 。 詳 し くは,BostonConsultingCroup,⑫ 磁,を 参 照 。

. ____幽 幽


